
＜その他、取組に特徴のある事例＞

○牛乳処理水等排水処理に対する取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 北海道野付郡別 海 町 別 海 町
のつけぐんべつかいちよう べつかいちよう

協 定 面 積 田 畑 草地(100％) 採草放牧地

57,038ha 牧 草

交 付 金 額 個人配分 30％

85,557万円 共同取組活動 集落の管理体制にかかる報酬 1％

70％ 農業生産活動等 25％（ ）

農業生産活動等体制整備 38％

その他 6％

協定参加者 農業者 797人、生産組織 7組織、農業生産法人 66法人

２．取組に至る経緯

酪農・畜産経営において、牛乳処理水等は排水処理に必要な施設設置に係る負担

が大きいことなどから、浄化対策が進んでいない状況にある。しかしながら、環境

負荷や漁業資源等への影響が懸念されることから、酪農業に起因する環境負荷を最

小限にとどめることを目的として、畜舎排水の浄化対策が求められている。

このことから、酪農畜産業で発生する環境負荷を軽減し、健全な農村環境を維持

するため、別海町内農家の畜舎で発生する牛乳処理排水等に対する浄化対策のモデ

ル的な取り組みについて、一層の効果発現と周辺農家に対する浄化施設の啓蒙を図

るため、畜舎排水助成事業を実施する。

３．取組の内容

雑排水対策は、平成19年度～21年度の3ヵ年モデル事業として実施している。

まず、協力農家を選定、地元モデル（補助率：1/2補助で上限2,000千円）根釧農

試モデル・その他（補助率：1/3補助で上限1,000千円）を実施し、平成19年度～21

年度の３ヵ年で121戸を整備した。

雑排水処理施設（左：根釧農試モデル・右：地元モデル）



［集落の将来像]

○ 今後の酪農畜産の安定には、これまで以上の品質向上、生産コストの低減を図り、体質の強い経営体

、 、 、が求められることから 本町では 農業が職業として選択し得る魅力とやりがいがあるものとなるよう

未来の農業経営の発展の目標を明らかにし、効率かつ安定的な農業経営を育成する。

［将来像を実現するための活動目標]

○ 環境に配慮した耕地防風林の整備

・町内主要河川に対する環境を考慮し、植林を実施する。(未実施→50ha)

○ 認定農業者の育成・新規就農者の確保

・地域内における農業経営基盤強化のための認定農業者の育成。(554戸→680戸)

・別海町研修農場に研修生を受入し、新規就農者の確保を図る （0戸→10戸)。

［活 動 内 容］

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

草地整備改良事業 河川周辺植林 臭気対策事業

(50ha×4カ年) （町内主要河川） （18年度～21年度)

共同取組活動 共同取組活動 共同取組活動

エゾ鹿有害駆除

(20年度～21年度)

共同取組活動

雑排水処理施設助成

(個別完結型)

20年度～21年度)

共同取組活動

集落外との連携

○別海町では毎年植樹祭を開催しており、町内農協、漁協職員、各組合員、女性部、

高校、中学校、ロータリークラブ、建設業協会、町内会連絡協議会等との連携の上、

植樹を実施している。

４．取組による変化と今後の課題等

農用地の維持管理による耕作放棄地発生の未然防止、農道等のゴミ・空き缶拾い等の

景観や環境に配慮した取組を実施している。また、生産性収益の向上・担い手の育成・

多面的機能の発揮等、大きな効果が得られている。

今後も、参加農家が自ら考え工夫し、活発な話し合いを通じて地域の課題を解決する

取組を行っていく。

［平成21年度までの主な成果］
○環境に配慮した耕地防風林の整備（当初0ha、目標50ha、H21実績65.51ha）
○認定農業者の育成（当初554戸、目標680戸、平成21実績793戸）
○新規就農者の確保(当初0戸、目標10戸、平成21実績15戸)




